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論 文 内 容 要 旨
顎顔面部の体性感覚は，これまで，歯や舌，口腔粘膜，顔面皮膚などに関して電気生理学的に検討
されてきた。これらの感覚は，三叉神経節や三叉神経感覚核群に伝達された後，視床を経て大脳皮質
へと投射され，それぞれの感覚が認識されることが明らかになっている。一方，下顎頭の位置や運動
の認識に関与する顎関節機械受容器からの感覚情報は，三叉神経節や三叉神経感覚核群から記録され
てきたが，その後どのように伝達されるのか詳細な電気生理学的解析は行われていない。顎関節の感
覚は歯や舌，口腔粘膜，顔面皮膚などの感覚とは違い，意識下に認識することができないという特徴
があり，これらの感覚と同様の感覚伝達経路を形成するのかどうか，また，伝達されるのであればど
のような情報として伝達されるのか検討することを目的とした。
被験動物には，ウレタン ‐ クロラロースで麻酔したウサギを用い，左側顎角部より表皮，咬筋を除
去し，露出した下顎骨を左側下顎頸部で離断する前処置を施した。この前処置により，顎運動を行っ
た際，顎関節の感覚と顎関節周囲の筋肉や皮膚などの感覚が混在して記録されていた従来の研究と違
い，顎関節への機械受容のみを単独で記録できるようにした。視床に金属微小電極を刺入し，顎関節
部に機械刺激を加えた際に応答するニューロンを細胞外記録法にて電気生理学的に記録した。
顎関節部に機械刺激を加えた際に応答するニューロンは，視床の後内側腹側核（VPM）で記録され，
VPM でも特に，吻側，外側，腹側に位置していました。このニューロンは，刺激した顎関節と対側の
VPM から記録され，同じニューロンにおいて，同側の顎関節や歯，舌，口腔粘膜，皮膚，ヒゲなど
を機械刺激しても応答しなかった。記録されたニューロンは全て遅順応性の応答を示し，10% で自発
放電を伴っていた。また，下顎頭の前方および下方への移動時に応答するニューロンが多く記録され，
下顎頭の移動量が増加すると最大発火頻度も増加した。
本研究の結果から，VPM は顎関節からの機械受容情報を受け取ることが明らかになり，深部感覚で
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ある顎関節の感覚も他の顎顔面部の体性感覚と同様の伝導路を形成していることが示唆された。また，
顎関節に機械刺激を加えた際に応答する VPM ニューロンは，周囲組織からの入力を介して，下顎の
位置や運動の制御に関与することが示唆された。
審 査 結 果 要 旨
顎顔面部の体性感覚は，歯や舌，口腔粘膜，顔面皮膚などに関しては詳細に検討されてきており，
三叉神経節や三叉神経感覚核群に伝達された後，視床を経て大脳皮質へ投射され，それぞれの感覚が
認識されることが知られている。一方，下顎頭の位置や運動の認識に関与する顎関節機械受容器から
の感覚情報は，前述の体性感覚とは違い，意識下に認識することができない。また，顎関節機械受容
器からの感覚情報は三叉神経節や三叉神経感覚核群から記録されてきたが，更に上位の経路に関して
詳細な電気生理学的解析は行われていない。そこで，本研究では，下顎頭の位置や運動の感覚情報は
体性感覚と同様の感覚伝達経路を経るのかどうか，また伝達されるのであればどのような情報として
伝達されるのかを電気生理学的手法を用いて検討した。
被験動物には，ウレタン ‐ クロラロースで麻酔したウサギを用い，左側顎角部より表皮，咬筋を除
去し，露出した下顎骨を左側下顎頸部で離断した。この離断により，顎関節の感覚と，顎関節周囲の
筋肉や皮膚などの感覚が混在して記録されていた従来の研究と違い，顎関節への機械受容のみを単独
で記録できる。視床に金属微小電極を刺入し，顎関節部に機械刺激を加えた際のニューロン活動を細
胞外記録法にて記録した。
顎関節部に機械刺激を加えた際の応答は，刺激した顎関節と対側の視床の後内側腹側核（VPM）で
記録され，特に，吻側，外側，腹側の VPM で記録された。同側の顎関節や歯，舌，口腔粘膜，皮膚，
ヒゲなどを機械刺激しても同じニューロンにおいて応答を記録できなかった。記録されたニューロン
は全て遅順応性の応答を示し，10% で自発放電を伴っていた。また，下顎頭の前方および下方への移
動時に応答するニューロンが多く記録され，下顎頭の移動量が増加すると最大発火頻度も増加した。
本研究で，VPM は顎関節からの機械受容情報を受け取ること，つまり，深部感覚である顎関節の感
覚も他の顎顔面部の体性感覚と同様の伝導路を形成していることを明らかにした。また，顎関節に機
械刺激を加えた際に応答する VPM ニューロンは，周囲組織からの入力情報も統合し，下顎の位置や
運動の制御に関与する可能性を提唱している。下顎頭の位置や運動の認識に関与する深部感覚情報の
伝達経路と様式を電気生理学的に解明したことは，精緻な顎運動の解明にも寄与し，歯科臨床全般の
発展に貢献する。従って，本論文は博士（歯学）の学位論文として相応しいと判断する。
